
東富水・富水・桜井地域の
「新しい学校づくり」を考えるワークショップ

第１回

「学校・地域の現状を共有しよう」

（問合せ先）小田原市教育委員会教育部教育総務課 電話：0465-33-1677 FAX：0465-32-7855

●ワークショップの主旨

現在策定中の「新しい学校づくり推進基本計画」において、学校配置に係る地域との合意形成プロセスの

手法等を提示するにあたり、より実効性の高いプロセスとするため、モデル地域を選定し、学校・地域関

係者等による検討組織を設け、学校配置案等の検討（意見交換・ワークショップ）を行う。

●第１回ワークショップ

日程：2024年9月2日
時間：19：00～21：00
場所：小田原アリーナ

自治会・地域関係者、教職員、ＰＴＡ、公募市民など、約25名の方にご参加いただきました。「学

校・地域の現状を共有しよう」をテーマに、事務局から、地域・学校の現状等を説明した後、グループ

ワークでは学校配置の将来像について気になることなどを話し合い、最後に発表を行いました。

●グループごとの主な意見

●ファシリテーターのまとめ

プログラム

１．開会
• 主催者＆ファシリテーターあい
さつ

• アイスブレイク

２．市からの
説明

• 新しい学校づくり推進事業につ
いて

• 地域・学校の現状と課題
• 地域の学校配置の将来像

３．グループ
ワーク

• ３つのケースごとに、気になるこ
と、気づいたことを出し合う

４．発表・
意見交換

• グループごとに発表
• ファシリテーターからのコメント

• 前提条件になっている点をどのように共有し、
議論するかという難しさがある。

• 自治会と学校の関係、防災は重要な論点として
考える必要がある。

• 人口動態を踏まえた学校配置の検証や、通学手
段等を考える際は、都市計画等も踏まえる必要
がある。

• 学校配置によって通学距離が遠くなる場合は、スクール
バス等の対応策が必要

• 長いスパンで見ると人口もさらに減るだろうし、10年、
20年より先を見据えた検討が必要ではないか。

• 学校は防災拠点としての役割にも期待されている。学校
配置が換わることで避難所がなくならないようにしてほ
しい。

• 自治会と整合する必要はあるのか、未来の子供たちの事
を先に考えるべき。

• 小中一貫校は、９学年の世代間交流ができて良いと思う
が、人間関係が固定化することについて不安がある。

【２回目】
⚫学校と地域との連携方策

（地域開放、管理運営のあり方等）

【３回目】
⚫学区変更、通学距離・時間の変更への対応策

（安全対策など）

【４回目】

⚫２・３回を踏まえ、学校配置の将来像や今後の検

討の方向性等について整理、とりまとめ

●今後の予定
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東富水・富水・桜井地域の
「新しい学校づくり」を考えるワークショップ

第２回

「学校と地域の関係を考えよう」

（問合せ先）小田原市教育委員会教育部教育総務課 電話：0465-33-1671 FAX：0465-32-7855

●第２回ワークショップ

日程：2024年10月4日
時間：19：00～21：00
場所：小田原アリーナ

第２回のグループワークは「学校と地域の関係を考えよう」をテーマに行いました。まず、地域で活

躍されている自治会代表と対談形式で、自治会が取り組まれていることなどを教えていただき、その後

は、６つのグループに分かれたグループワークで、“学校”“こども”“保護者”など、さまざまな立

場から、学校と地域が関わることのよい点や課題、今後に向けたアイデアなどを意見交換しました。

●グループごとの主な意見

●ファシリテーターのまとめ

プログラム

１．開会
• 主催者＆ファシリテーターあいさつ
• 今後のワークショップの進め方について

２．現状の説明

• 防災・防犯に関して自治会が担っている
役割（自治会代表と対談方式）

• 防災・防犯に関して全市的な決まり、
ルール・仕組

３．グループ
ワーク

• 学校と地域（自治会）のつながりについ
て、良い点、課題、より良くするためのア
イデアを出し合う

• 前回の配置案を見ながら「地域とのつな
がり」という視点で意見交換

４．発表・
意見交換

• グループごとに発表
• ファシリテーターからのコメント

• 子供たちも地域社会も、昔と比べて変わってき
ている。今ある課題をダイナミックに改善でき
るやり方を考えていくのは、今後の知恵の出し
ようと感じた。

• 地域社会が子供たちにとってよりよい場所とし
て感じられることが大切だと感じた。それを踏
まえて、新しい学校がどうあるべきかを考えて
いくべきだろうと思う。

• 子供は、学校のカリキュラムにない部分を地域から
学ぶことができる。

• 学校を使って地域のイベントを開いており、地域と
学校との関わりができている。お互いに顔を知るこ
とで、防犯や防災につながる効果が出ている。

• 自治会の役員が減っているために負担が大きくなっ
ている。

• 学区と自治会区域のずれがあるため、連携が難しい
部分がある。

• 保護者は、地域の方から子育てを応援してもらえる。

• 習い事など放課後の過ごし方の選択肢が増えている
なかで、PTAに求められていることや自治会に求め
られていることが変わってきているのではないか。

【３回目】

⚫通学環境について

【４回目】

⚫１～３回を踏まえ、学校配置の将来像や今後の検

討の方向性等について整理、とりまとめ

●今後の予定
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